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幸せ実感できるまちづくり 
未来へ。ずっと笑顔、安心な暮らしを。 

 

人口減少社会にいかに立ち向かうか、東京

一極集中から地方への回帰が問われる時代

です。 

地方都市・長野市にあっては、市街地への

集中ではなく、中山間地域・過疎地とともに

魅力を再発見し、地域の特色を生かしたまち

づくりが重要です。 

進行中の大規模施設建設、地域公共交通

の活性化、雇用の確保、福祉・介護の充実、子

育て支援の拡充、中山間地域の活性化、公共

施設の見直しなど課題山積の長野市政。 

私は、何よりも市民生活の建て直しを最優

先に、暮らしに安心と活力を取りもどしていく

ことが大切だと考えています。 

３期１２年間の経験を礎に、市政全体のチェックと政策提案の力をさらに磨き、市民みんなが

幸せを実感できるあったかい市政、政策本位の緊張感ある開かれた市議会をめざし全力を尽くし

ます。 

 
 

 
 

➊健康長寿先進都市・子育て支援先進都

市をめざします。 

➋コスト削減ありきではなく、市民の活力、

安心・安全を最優先する市政をめざします。 

➌福祉や医療、教育、子育てで市独自の負

担軽減策を実現、暮らしのセーフティネット

をつくります。 

➍公共交通網を整備し、歩いて暮らせるま

ち、バリアフリーのやさしいまちをつくりま

す。 

➎相次ぐ自然災害の教訓を活かし、住民の

安否確認体制と施設の耐震化を促進。浸水、

土砂崩れの防止策を充実し、自然災害に強

いまちづくりを進めます。 

➏農林業の振興、中小企業を支援、企業誘

致で働く場を創出します。 

➐公契約条例、子どもの権利条例、自治基

本条例の制定に取り組みます。 

➑原発依存から脱却し、自然エネルギーへ

の転換を図ります。放射能汚染のチェック体

制を強化、原発災害に備える防災計画を進

めます。 

➒豊かな自然環境、人権が尊重されるま

ち、平和を発信する市政をめざします。 

➓政策決定への市民参画を促進。市民の

声が活かされる市政に取り組みます
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市民感覚で、安心の暮らしと自治を育む 

長野市の将来を見据え、市民の幸せを願い、 

      行動します。働きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者負担の引き上げ 

見直しを求め続ける 
旧料金８,０００円から１５,０００円に引き上げられた新斎場

の利用料金には反対。市では講座受講料や施設入館料、

がん検診など７０の行政サービスで値上げを検討。 

私は一貫して、苦しい家計状況に鑑み、値上げの凍結

を主張してきました。 

結果、がん検診の受診料は抑制され、児童センターは

無料継続、少年科学センターや博物館の入館料は据え置

きとなりました。引き続き、厳しくチェックしていきます。 

介護難民つくらない 

長野市モデルを提言 
今年４月から介護保険制度が見直され、「要支援１・２」の

訪問介護とディサービスが市独自の地域支援事業に移行、

また特別養護老人ホームの入居は「要介護３」以上となっ

てしまいました。介護給付費の抑制を優先するあまり、必

要なサービスが受けられなくなる懸念が広がります。 

介護難民をつくらないために、国の基準を超えてサー

ビスを上乗せする温かい「長野市モデル」をめざすよう

提言し、実現を迫っています。 

また、認知症対策の充実に取り組みました。 

子どもの医療費無料化 

中学卒業まで拡大に 
今年４月からは、「入院」について中学校卒業までに拡

大。来年４月からは「通院」も所得制限なしで無料となり

ます。議会の強い要望で実現しました。 

「こども相談室」の充実へ 
昨年４月に新設された「子ども相談室」が発達障害等に

関する相談に的確に応えられるよう充実させるとともに、

子どものＳＯＳを受け止め、子どもの人権救済につながる

相談機能の拡充を提案。「子どもの権利条例」の制定も求

めています。 

格差と貧困を正す 

市独自に暮らしの命綱を 
格差の拡大と新たな貧困は社会問題となっています。

生活困窮者支援で「生活就労支援センター・まいさぽ長

野市」の事業拡大を強く求めています。市独自に暮らしの

セーフティネットを広げるよう、引き続き取り組みます。 

おでかけパスポート 

負担軽減の提案実る 
１回１００円で路線バス等乗り放題。これを一律通常運賃

の３０％負担とする市側の見直し案に対し、負担軽減のた

め上限２００円の導入を提案、「当分の間」とされています

が実現しました。最低運賃は１０円引き上げで１１０円となり

ます。バス会社も協力負担しています。高齢者の外出支援

策として持続できるよう、負担軽減を優先しました。 

地域公共交通の再生… 

公共交通ビジョン策定へ 
地域公共交通の再生は喫緊の課題、市民の足を守るた

め奮闘し、交通空白地域の解消や市内路線バスの維持・

利便性の向上、ＩＣカード乗車券の導入に力を注ぐととも

に、公共交通への利用転換に取り組む企業への税制優遇

措置や公共交通利用エコポイント制度の導入を提案して

きました。 

公共交通優先のまちづくりに向け総合的な公共交通政

策を提唱し続け、「公共交通ビジョン」という形で実りまし

た。 

地球温暖化防止に向け「ノーマイカーウィーク」の取り

組みを拡大、市民の移動を支える地域公共交通ネットワ

ークの拡充に取り組みます。「乗って残す公共交通」を掲

げ、市民の足を守るため引き続き力を尽くします。 

庁舎・芸術館の建設… 

市民負担増大にくぎ差し 
 ４年前は大震災を踏まえ、防災拠点となる庁舎は最優

先で建て替えを、市民会館はどんな芸術文化活動の拠点

とするか、もっと市民的議論が必要なことから先送りを

提案、両施設の建て替えにあたり独自の住民投票条例制

定に取り組みました。 

今日、庁舎・芸術館は資材や労務の不足から８カ月も工

期が遅れることに。さらに建設費は当初の１３４億円から、

事業費算定の誤りもあり、１６０億円を超える状況に。労務

単価等の引き上げはやむを得ないものの、市民負担の増

大につながらないよう釘を刺すとともに、建設工事に透

明性や客観性が担保されること、公共工事の安全と品質

が確保されることを強く求めてきています。 

公契約条例の早期制定へ 
市が発注する建設工事や委託業務などの公契約で、雇

用の確保、適正な労働賃金を規定する長野市版公契約条

例の早期制定に取り組んでいます。市は「県の取り組みを

注視し研究する」姿勢を崩していませんが、引き続く懸案

課題です。 

子どもに安全な居場所を 
 学校の空き教室等を利用した「放課後子ども総合プラ

ン」が進められています。とはいえ、空き教室はままなら

ない現実も…。定員オーバーとなっている児童センター

の拡充と施設の環境改善こそ必要と取り組んできました。

今後も引き続き、子どもたちの安全で安心な居場所づく

りのために力を注ぎます。 

市民とともにつくる 

公共施設再配置計画へ 
 市は、「公共施設白書」で、今後４０年間、現状の施設を

維持するには５,８５８億円、年間１４６億円余が必要になる

と試算、公共施設の見直し・削減が避けられないとしまし

た。７月には今後２０年間で２０％縮減する公共施設マネジ

メント指針を策定、今後「再配置計画」をつくることになり

ます。公共施設の見直しは市民生活に直結します。 

施設の廃止、複合化・多機能化にあたっては、市民参画

による合意が不可欠です。市民とともにつくる再配置計

画となるよう、新たな仕組みを提案するとともに厳しく

チェックしていきます。 

個人情報の不正取得防止 

「本人通知制度」を提案 
 戸籍など個人情報の不正取得、悪用が社会問題化して

います。戸籍謄本や住民票を代理人や第三者に交付した

際に本人に交付したことを知らせる制度が「本人通知制

度」です。 

提案が一部実り、場合に被害告知する制度が昨年秋か

らスタートしました。

布目ゆきお市議 

４年間を振り返って

… 

詳細はホームページ・ブログhttp://www.nunomeyukio.jp/blog/をご覧ください。「布目ゆきお」で検索できます。「市政直行便」バックナンバーもご覧いただけます。 
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アレルギー対応食 

Ｈ２９年度から順次開始 
第四学校給食センターの再整備に伴い、アレルギ

ー対応食専用調律室の整備が完了した施設から、

運営体制を構築した上で、Ｈ２９年度から順次開始さ

れることに。代替食ではなく除去食が基本です。 

太陽光発電施設の設置 

ガイドライン策定へ 
売電目的で５０キロワット以上の太陽光発電施設

を設置する際には、近隣住民への説明会の実施、市

への届け出、設置者の表示などを定めたガイドライ

ンが１０月から適用されることに。急傾斜地や山林・

農地の保全、景観維持に期待されます。 

住民参加のまちづくり 

住民自治協議会を支援 
住民自治協議会が本格稼動して６年目。行政の肩

代わりではない、新しい住民自治の仕組みとなるよ

う行政からの支援策を拡充するとともに、住民参加

によるまちづくりの前進に向け、議員の立場でしっ

かり応援していきます。 

開かれた市議会へ 

議会報告会開催をリード 
議員の政治倫理条例を制定するとともに、議会の

『憲法』である議会基本条例の制定をリードしてきま

した。市議会主催の議会報告会の開催にも取り組ん

できました。さらに充実をめざします。 

議会に対する不信、厳しい視線を真摯に受け止め、

議会自身がこれまでの在り方を謙虚に見直し、住民

意思を代表する議決機関として活性化し、市民の信

頼を得ていくために力を尽くします。

住み良さＮＯ.１の長野市をめざして 
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後援会事務所 

ご案内 
後援会事務所を開設し

ています。気軽にお立ち寄

りください。 

国道１９号沿・犀沢バス停

近くの倉庫。布目ゆきお後

援会の看板が目印です。 
 

〒380-0961 

長野市安茂里小市 2-5-1 

☎217-8909 

 

戦争しない平和国家であり続けたい…戦後７０年の節目を「新たな戦前」にしないために 

戦争法案の廃案を求めています 
－４－ 


